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主な質疑応答 

（ご理解いただきやすいよう表現を変更している箇所があります。） 

 

【質問者 A】 

Q： 第 2 四半期（7-9 月期）の見通しには、不採算リスクとして 5 億円を織り込んでいるとのことだが、

何か具体的な案件が見えているのか？ 

A： 具体的な案件があるわけではなく、リスクとして 5 億円を織り込んでいる。 

 

Q： 金融や商業・流通向けビジネスにおいて、受注環境が良好とのことだが、どのような分野が牽引

すると見ているのか？ 

A： 金融は、信用金庫向け案件を中心に引き続き堅調である。商業・流通は、当社が強みを持つ小

売・通販向けで非常に引き合いが強い。特に、EC サイトなどのフロント系に注力しているお客様が多

く、当社もその分野のお手伝いをさせていただいている。 

 

【質問者 B】 

Q： 第 1 四半期のサポートサービスの売上総利益率が悪化（前年同期比▲3.8pt）しているが、その

理由を教えてほしい。この傾向は第 2 四半期以降も続くのか？ 

A： サポートサービスは、これまで減収減益が続いており、オープン化や機器製品の性能向上による

お客様の保守サービス内容の見直し等により、全体的に利益率は低下傾向にある。一方で、足元の

受注は力強いので、今後は一定水準の売上、収益は確保できるものと考えている。 
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【質問者 C】 

Q： システムサービスにおいて、第 1 四半期に開発費用 4 億円を前倒し計上したとのことだが、具体

的な内容と、その案件の収益見通しを教えてほしい。 

A： お客様との関係もあり、案件の具体的内容については回答を控えさせていただくが、この費用は

今期の下期以降に回収していく計画である。 

 

Q： 今期は、通期の販管費が前期比で増加の見通しとなっているのに対して、第 1 四半期の費消が

少なく見えるのだが、これは計画通りの進捗なのか？ 

A： 第 1 四半期の販管費は、当社の通常レベルの費消であり、計画通りに進捗しており、通期の販管

費は、期初計画通り 550 億円となる見通しである。 

 

【質問者 D】 

Q： 第 1 四半期の金融向け売上高が減収となっているが、案件は活況とのことなので、通期では増

収と見ているのか？また、電力・サービス分野で通信キャリア向け案件に復活の兆しとあるが、具体

的にどういった案件なのか教えてほしい。 

A： 金融は、第 2 四半期以降キャッチアップし、通期では増収となる見通しである。通信キャリアは、キ

ャリア本体向けの案件だけではなく、キャリアとの協業案件も含め、今期複数件の受注を獲得してお

り、前年同期と比較すれば環境は良くなっていると認識している。 

 

Q： 売上総利益率は、第 1 四半期に低下（前年同期比▲1.9pt）した一方で、通期は前期並み

（+0.5pt）の見通しとなっているが、その背景を教えてほしい。 

A： 第 1 四半期は、システムサービスにおいて開発費用の前倒し計上等もあり、利益率が低下してい

るが、足元の受注残の状況や、引き続きアウトソーシングが堅調に推移していくこと等を勘案し、下

期以降、利益率は改善していく見通しである。 


